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働
の
質
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清

50
年
前
、
給
特
法
は
日
教
組
で
は
単
組
の

意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
否
決
と
思
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
中
央
委
員
会
採
決
の
朝
、
会
場
に

入
る
と
壇
上
が
新
左
翼
の
人
た
ち
に
占
拠
さ

れ
て
い
た
。「
こ
れ
で
否
決
の
道
は
閉
じ
た
」。

私
は
直
感
的
に
思
っ
た
。
あ
お
り
で
「
賃
金・

時
短
基
本
方
針
」
は
提
案
も
さ
れ
な
か
っ
た
、

こ
の
「
暴
力
」
が
現
在
の
教
員
に
ブ
ラ
ッ
ク

労
働
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

今
年
８
月
に
中
教
審
特
別
部
会
は
、
危
機

的
な
状
況
改
善
の
た
め
緊
急
提
言
を
ま
と
め

た
。
し
か
し
、
提
言
は
、「
登
下
校
対
応
」
な

ど
教
員
に
押
し
付
け
ら
れ
た
業
務
排
除
だ
け

で
あ
り
、
現
状
の
改
善
に
は
程
遠
い
。

そ
れ
は
答
申
が
「
教
育
労
働
の
質
」
に
触

れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
労
働
は
「
量
」
と
「
質
」

と
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
量
は
、
労
働
時
間

で
量
ら
れ
、「
時
短
」
運
動
は
量
削
減
で
あ

る
。「質

の
向
上
」
と
は
、「
労
働
疎
外
か
ら
の

解
放
」
だ
。
そ
れ
は
労
働
に
「
自
主
性
・
自

立
性
」
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
ず
、

教
員
の
労
働
時
間
の
量
り
方
を
「
授
業
の
コ

マ
数
」
を
基
本
と
す
る
も
の
に
切
り
替
え
る

こ
と
だ
。

改
善
は
、
教
員
の
持
ち
コ
マ
数
削
減
か
ら

始
め
る
。
勤
務
時
間
（
学
校
滞
在
時
間
）
は

「
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
い
る
時
に
は
教
員

も
い
る
」
こ
と
を
原
則
に
す
べ
き
だ
。
学
校

外
勤
務
を
認
め
、
労
働
時
間
相
当
の
「
自
主

研
修
」
を
勧
め
る
。
初
等
・
中
等
教
育
で
は

シ
ラ
バ
ス
は
必
要
な
い
か
ら
「
進
度
表
」「
授

業
報
告
」
な
ど
の
義
務
化
は
や
め
る
。

労
基
法
は
人
間
が
生
き
て
い
く
ギ
リ
ギ
リ

の
労
働
時
間
を
労
使
の
力
関
係
で
定
め
た
も

の
で
あ
る
。「
労
働
の
質
」
を
問
わ
な
い
運
動

は
、
給
特
法
以
前
へ
の
回
帰
に
過
ぎ
な
い
。

だ
が
、
教
員
に
も
使
用
者
（
公
立
の
場
合

自
治
体
）
が
い
る
。
だ
か
ら
す
べ
て
の
労
働

力
は
、
教
員
の
思
う
ま
ま
に
使
え
な
い
。
せ

め
ぎ
あ
い
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
員
の

自
立
と
職
場
の
支
え
合
い
・
団
結
・
保
護
者

の
理
解
が
必
要
だ
。

い
ま
ま
で
中
教
審
答
申
で
教
員
の
労
働
量

は
増
え
続
け
た
。
答
申
に
は
不
要
な
業
務
削

減
か
定
数
予
算
増
も
付
け
る
べ
き
だ
。
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